
シ
ヨ

が
、
後
に
成
感
寺
と
殴
め
た
。

シ
ョ
ウ
ガ
タ
シ
ヨ
小
畢
所
明
治
三
年
十
一
用

金
搬
に
之
ゃ
.
開
い
て
‘
四
民
教
導
の
基
礎
た
ら
し
め

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
は
卯
辰
山
小
皐
所
と
い
ひ
、

卯
民
山
に
あ
っ
て
前
に
集
襲
腕
と
い
う
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
ご
は
梅
本
町
小
感
所
と
い
ひ
、
そ
の
三
は

商
附
町
小
感
所
と
い
ひ
、
そ
の
四
は
河
原
町
小
製
所

と
い
ろ
て
、
皆
同
名
の
町
に
在
っ
た
。
そ
の
六
を
小

橋
小
m
m
腕
と
い
ひ
、
浅
野
川
小
橋
西
岸
に
あ
っ
て
、

設
立
稿
遮
れ
た
。
小
製
腕
の
教
則
は
上
下
ご
等
に
別

ち
、
講
義
を
上
等
と
し
、
業
鑓
を
下
等
と
し
た
。
前

者
の
用
容
は
小
感
・
凶
史
略
・
十
八
史
略
等
で
、
後
者

は
学
経
・
大
接
・
諭
締
・
貴
子
等
で
あ
り
‘
外
に
算
術
・

習
字
が
あ
っ
た
。
小
製
腕
め
維
持
哉
は
、
主
と
し
て

務
聡
か
ら
支
出
し
た
が
、
一
面
有
志
の
醜
金
と
生
徒

の
謝
儀
と
に
待
っ
た
。
四
年
七
月
金
棒
腕
と
な
っ
た

後
小
原
所
は
向
繕
綴
す
る
と
共
に
そ
の
敏
を
加
へ
、

五
年
八
月
そ
の
十
一
小
皐
厨
を
直
接
関
と
し
た
。

M

シ
ョ
ウ
ガ
サ
キ
披
ヶ
崎
珠
洲
郡
の
南
開
に
在

っ
て
、
御
舟
崎
と
共
に
九
十
九
輪
開
の
口
を
擁
す
る
o

M

シ
ョ
ウ
ガ
タ
ケ
披
ヶ
嵩

J
カ
プ
ト
ヤ
マ
ジ
ヨ

ウ
甲
山
城
。

ジ
ヨ
ウ
ガ
ネ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ
城
ヶ
根
山
按
鳳
至

郡
西
大
野
の
西
方
小
石
積
の
梅
岸
に
在
っ
た
。
三
方

絶
壁
に
し
て
甚
だ
念
、
東
方
畿
か
に
山
に
遮
る
。
樋

口
某
の
開
城
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。

ジ
ヨ
ウ
ガ
ハ
ナ
按
ヶ
鼻
鹿
島
郡
能
管
島
な
る

向
田
の
部
務
東
方
に
在
る
岬
。

シ
ョ
ウ
カ
ヒ
ツ
ダ
ン
松
下
錘
接
一
冊
。
大
型

寺
務
の
留
草
邸
謡
渓
の
者
。
漢
文
を
以
て
篠
原
・
握

屋
・
風
谷
・
四
十
九
院
・
片
野
・
深
田
・
富
壌
・
那
谷
の
地

及
び
ご
コ
一
の
人
物
に
関
す
る
こ
と
が
載
せ
ら
れ
る
。

謹
撲
の
之
を
書
い
た
時
、
偶
江
戸
に
召
さ
れ
た
震
後

を
儲
け
る
こ
と
全
得
な
か
っ
た
と
い
ふ
。

タ
ヨ
ウ
ガ
さ
ネ
披
ヶ
峰
河
北
部
森
ハ
今
山
森
〉

の
部
務
か
ら
西
方
に
あ
る
山
。
高
さ
一
八

O
米。

タ
ヨ
ウ
ガ
ヤ
チ
披
ヶ
谷
内
回
一
摂
部
百
成
大
角

間
の
内
の
小
字
。

シ
ョ
ウ
ガ
ヤ
マ

L
ょ
う
が
山
能
美
郡
桑
島
の

部
務
か
ら
.
迩
か
に
東
方
に
笛
る
山
。
高
さ
一
六
二
四

米
。
地
質
保
綴
系
。

ジ
ヨ
ウ
ガ
ヤ
マ
披
ヶ
山
臨
南
部
安
代
阪
の
部

務
か
ら
商
布
に
近
い
山
。

シ
ョ
ウ
カ
ン
ザ
ツ
チ
ヨ
筒
賀
雑
著
一
加
。
奥

村
倫
寛
の
疑
事
考
略
・

wm
花
流
水
編
一
一
線
脅
集
め
た

も
の
。
前
者
は
天
明
申
辰
の
識
問
が
あ
り
、
鬼
門
考
・

天
狗
考
・
紳
無
用
考
・
和
字
考
略
よ
り
成
り
、
後
者
は

寛
政
四
年
夫
人
大
脅
氏
を
失
う
た
時
の
哀
悼
文
で
あ

る。
シ
ョ
ウ
ガ
ン
ジ
正
照
寺
江
納
部
加
茂
に
あ
っ

て
興
宗
東
振
に
属
す
る
。

シ
ョ
ウ
ガ
ン
ジ
正
隠
寺
鹿
島
都
野
附
に
在
っ

て
、
長
宗
東
涯
に
毘
す
る
。
山
脱
は
獅
子
山
。

シ
ョ
ウ
ガ
ン
ジ
正
願
寺
岡
一
甲
山
・
一
榔
金
臓
に
在
っ

て
、
奨
宗
東
波
に
臨
す
る
。

シ
ョ
ウ
ガ
ン
ジ
勝
願
寺
河
北
部
磁
部
に
あ
っ

た
録
宗
寺
院
。
官
地
論
に
、
木
越
の
党
徳
寺
・
磁
部

の
勝
願
寺
・
音
醸
の
事
光
寺
・
鳥
越
の
砥
願
寺
や
.
四
顕

と
し
て
ゐ
る
。
越
穀
賀
三
州
志
に
、
勝
願
寺
山
肌
本

E

安
寺
に
作
る
は
非
で
あ
る
。
今
越
後
高

mに
住
す
る

商
波
瑞
泉
寺
こ
れ
で
あ
る
と
記
す
る
。
凶
っ
て
高
悶

瑞
泉
寺
の
寺
記
を
按
ず
る
に
、
閲
基
替
棋
は
親
鰐

の
門
下
で
、
下
総
河
建
材
に
勝
願
寺
を
建
て
、
文
明

十
六
年
信
機
水
内
部
南
保
村
に
移
今
、
陵
長
十
去
年

松
平
忠
蹄
に
招
か
れ
て
越
後
高
田
に
鱒
じ
、
延
費
元

年
瑞
泉
寺
と
殴
め
た
と
あ
っ
て
‘
そ
の
間
加
賀
に
在

っ
た
こ
と
や
・
偲
へ
ぬ
。
き
れ
ば
等
し
く
礎
部
の
勝
願

寺
な
る
も
.
こ
れ
は
下
総
か
ら
出
た
も
の
で
、
加
賀

の
そ
れ
と
は
別
で
あ
ら
号
。

シ
ョ
ウ
ガ
ン
タ
照
願
寺
羽
咋
郡
仰
木
に
在
っ

て
、
興
宗
東
振
に
脇
す
る
。

シ
ョ
ウ
ガ
ン
タ
松
岩
寺
脇
京
都
留
洞
宗
総
持

寺
の
内
に
在
っ
て
、
実
正
五
年
雄
前
の
建
立
。
岡
山

内
係
法
賂
に
属
し
た
が
、
今
隔
に
隣
組
に
邸
し
た
。

M

シ
ョ
ウ
ガ
ン
ジ
常
願
寺
江
沼
郡
潮
油
に
在
っ

て
、
民
宗
穂
波
に
鴎
す
る
。
明
治
三
十
七
年
三
何
回

帰
一
段
郡
家
武
か
ら
移
っ
て
来
た
。

ジ
ヨ
ウ
ガ
ン
ジ
常
闇
寺
.
石
川
都
下
柏
野
に
在

っ
て
、
提
宗
東
波
に
臨
す
る
o

M

シ
ョ
ウ
ガ
ン
ジ
海
願
寺
.
石
川
端
梁
川
に
在
っ

て
、
提
宗
東
仮
に
臨
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た
が
、

明
治
十
一
一
年
況
月
寺
蹴
の
会
構
を
許
さ
れ
た
。

M

シ
ョ
ウ
ガ
ン
ジ
穆
願
寺
河
北
部
千
木
に
在
っ

て
、
田
県
宗
柑
根
源
に
廊
す
る
。
明
治
二
年
寺
抵
の
公
穏

を
詐
さ
れ
た
。

ジ
ヨ
ウ
ガ
ン
ジ
海
顕
寺
河
北
部
北
川
尻
に
在

っ
て
、
員
宗
東
涯
に
鴎
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
ガ
ン
ジ
滞
願
寺
鹿
島
郡
伊
久
留
に
在

っ
て
、
同
県
宗
東
海
に
鴎
す
る
。

タ
ヨ
ウ
ガ
ン
タ
湾
願
寺
岡
至
郡
輪
島
に
在
っ

て
、
長
宗
東
渡
に
回
す
る
。
も
と
阿
部
稲
舟
村
に
建

立
、
明
尚
一
一
年
今
の
地
ヘ
移
っ
た
と
い
ふ
。

ジ
ヨ
ウ
ガ
ン
ジ
乗
願
寺
諮
如
物
語
に
、
『
文
明

の
均
坂
東
に
御
修
行
あ
り
。
第
ご
番
の
時
は
加
州
河

北
郡
横
根
村
莱
願
寺
と
い
ふ
所
に
=
一
ヶ
目
逗
留
あ
り
。

そ
の
内
に
夕
暮
に
仰
法
備
と
い
ふ
烏
来
て
三
聾
鳴
、

不
思
議
な
る
事
と
各
市
あ
へ
ふ
り
。
』
と
見
え
る
。
こ
の

采
願
寺
は
横
倒
恨
の
一
栄
党
寺
の
認
で
あ
ら
う
と
い
は
れ

る。
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三
九
六

ジ
ヨ
ウ
ガ
ン
ジ
索
願
寺
能
奨
郡
田
子
島
に
在

っ
て
、
銀
宗
東
涯
に
臆
す
る
。
も
と
小
松
に
属
。
、

明
治
初
年
か
ら
寺
脱
そ
公
構
し
、
三
十
二
年
今
の
地

に
移
っ
た
。

シ
ョ
ウ
ガ
ン
シ
Z

ン
松
崇
旨
淵
臨
洞
宗
の
情
。

加
賀
の
入
。
大
莱
寺
に
血
清
.
山
紹
現
に
依
b
、
後
永
光

寺
の
明
陣
索
、
哲
に
参
し
た
。
阪
に
し
て
法
径
を
掃
踏

の
永
天
寺
に
聞
き
、
次
い
で
越
中
の
光
調
寺
に
住
し
、

正
不
況
年
大
莱
寺
に
移
り
、
麓
く
も
な
く
永
光
寺
に

主
と
な
っ
た
。
孝
恩
寺
の
能
菅
に
創
め
ら
れ
と
念
、

松
倖
そ
の
第
一
代
に
腐
り
、
正
平
十
八
年
六
月
五
日

寂
し
た
。

ジ
ヨ
ウ
ギ
ソ
ウ
常
義
倉
文
久
三
年
鹿
島
郡
所
，

ロ
ハ
今
七
尾
〉
に
於
い
て
、
鑓
災
凶
歌
に
備
ふ
る
用
米

貯
蔵
の
震
、
三
聞
に
九
聞
の
納
屋
を
建
築
し
、
之
を

常
義
食
と
名
づ
け
た
。

シ
ョ
ウ
キ
ノ
ウ
マ
ジ
ル
シ
鐙
旭
の
馬
標

Z

八正

十
ご
年
末
義
の
役
後
前
回
利
家
は
、
奥
村
永
謂
酬
が
守

城
の
功
を
全
く
し
た
を
貸
し
、
卸
値
の
馬
摂
・
切
裂

の
腰
指
・
侃
万
及
び
黄
金
若
干
を
奥
へ
た
。
こ
の
錨

越
の
馬
擦
は
、
も
と
武
間
信
玄
の
有
で
あ
っ
た
の
や
、

そ
の
臣
上
原
随
際
軒
に
奥
へ
、
そ
れ
を
随
臨
軒
の
孫

藤
五
郎
か
ら
利
家
に
上
っ
た
も
の
で
あ
る
。
長
さ
一

丈
ご
尺
六
寸
、
被
手
は
狩
野
永
徳
と
停
へ
ら
れ
た
。

原
物
は
院
に
焚
け
て
、
今
模
遺
し
た
も
の
が
縫
っ
て

ゐ
る
。ジ

ヨ
ウ
ギ
ノ
カ
タ
ナ
丈
木
の
刀
氏
房
の
作
で
、

天
正
十
年
五
周
鳳
京
都
棚
木
城
に
街
徳
・
り
、
長
連
館

に
攻
め
ら
れ
て
討
死
し
た
長
奥
市
景
撲
の
脅
し
た
刀

で
あ
る
。
後
述
穏
か
ら
前
田
利
家
に
献
上
し
、
名
物

と
な
っ
た
。
葛
巻
畠
輿
筆
記
に
、
『
丈
木
の
御
腰
物
長

さ
ご
尺
一
寸
五
分
、
中
切
先
に
て
随
あ
り
。
タ
イ
ハ

ヒ
ラ
ミ
也
。
』
と
あ
る
。


